
1 『古今和歌六帖』と嘉暦伝承本『万葉集』

『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
、
十
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
我
が
国
初
の

類
題
和
歌
集
で
あ
る
。
歌
数
は
約
四
千
五
百
首
あ
り
、
そ
の
約
四
分
の
一
を
万

葉
歌
が
占
め
る
た
め
、
平
安
期
の
万
葉
歌
享
受
の
様
相
を
知
る
手
掛
か
り
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、巻
十
一
の
み
の
零
本
で
あ
る
が
、鎌

倉
初
期
写
と
さ
れ
、
非
仙
覚
本
の
重
要
伝
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
嘉
暦
伝
承

本
『
万
葉
集
』
と
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
本
文
を
比
較
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
が
、『
万
葉
集
』
諸
本
中
、
嘉
暦
伝
承

本
が
も
つ
特
徴
的
な
訓
と
、一
致
、あ
る
い
は
近
似
す
る
場
合
が
見
ら
れ
た
。
と

り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
万
葉
集
』
本
文
の
漢
字
表
記
か
ら
は
直
接
生
じ

に
く
い
訓
が
、
両
者
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
安
期
に

お
い
て
、
馴
染
み
の
な
い
万
葉
歌
の
訓
が
、
当
時
の
和
歌
表
現
の
類
型
を
背
景

と
し
て
、
新
た
に
作
り
変
え
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、『
万
葉

集
』
の
漢
字
表
記
に
対
応
す
る
、い
わ
ゆ
る
「
訓
」
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、平

安
当
時
の
和
歌
解
釈
を
含
め
た
、
意
訳
と
も
い
え
る
性
格
を
有
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
で
き
た
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
万
葉
歌
は
、
こ
れ
以
後
の
『
万
葉

集
』
の
訓
、
と
く
に
非
仙
覚
本
の
訓
に
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
平
安
期
の
万
葉
歌
の
訓
の
発
生
に
は
、『
万

葉
集
』
の
テ
キ
ス
ト
が
、
嘉
暦
伝
承
本
の
よ
う
に
、
本
文
と
は
別
に
訓
を
提
示

す
る
、い
わ
ゆ
る
「
別
提
訓
」
形
式
で
書
写
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
と
も
、不

可
分
の
関
係
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

一　

問
題
の
所
在

『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
、二
五
〇
九
（
二
五
〇
四
）
番
に
、
次
の
よ
う
な

歌
が
載
る
（
底
本
は
西
本
願
寺
本
）。

解
衣　

恋
乱
乍　

浮
沙　

生
吾　

恋
度
鴨

 

『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
、二
五
〇
九
（
二
五
〇
四
）
番

こ
の
歌
の
結
句
「
恋
度
鴨
」
は
、現
代
の
校
注
書
・
注
釈
書
の
類
で
は
「
有

度
鴨
」（
あ
り
わ
た
る
か
も
）
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
校

本
萬
葉
集
』
が
採
り
上
げ
る
伝
本
の
う
ち
唯
一
、
嘉
暦
伝
承
本
が
そ
の
よ
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う
な
本
文
を
も
ち
、こ
れ
に
よ
っ
て
現
代
の
校
注
書
が
本
文
を
立
て
、施
訓

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

嘉
暦
伝
承
本
は
、
鎌
倉
初
期
写
と
さ
れ
る
巻
十
一
の
み
の
零
本
で
あ

る
が
、「
当
巻
の
存
す
る
他
の
次
点
本
に
比
し
て
無
訓
歌
が
多
い
な
ど
本

文
・
訓
と
も
古
い
形
姿
を
伝
え
て
い
る
」
と
い
い
、
ま
た
、「
こ
の
巻
の
非

仙
覚
本
系
統
の
伝
本
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
仙
覚
本
に
対
す
る
貴
重

な
校
勘
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
…
…
独
立
異
文
な
が
ら
も
よ
る
べ

き
と
し
て
、
現
行
本
文
に
採
ら
れ
た
例
も
多
い
」
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

先
の
歌
も
、
そ
の
一
例
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
「
有
度
」（
あ
り
わ
た
る
）
と
い
う
嘉
暦
伝
承
本
の
本
文
と
訓
は
、

『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
載
る
当
該
歌
本
文
に
も
一
致
す
る
。

と
き
き
ぬ
の
お
も
ひ
み
だ
れ
て
う
き
く
さ
の
う
き
て
も
我
は
あ
り
わ

た
る
か
な
（
三
八
三
四
）

『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
、十
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
我
が
国
初
の

類
題
和
歌
集
で
あ
る
。
歌
数
は
約
四
千
五
百
首
あ
り
、
そ
の
約
四
分
の
一

を
万
葉
歌
が
占
め
る
た
め
、
平
安
期
の
万
葉
歌
享
受
の
様
相
を
知
る
手
掛

か
り
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
本
文

は
、
桂
宮
本
第
一
帖
の
奥
書
に
、

す
へ
て
こ
の
六
帖
、
い
か
に
や
ら
ん
、
い
つ
れ
も
〳
〵
み
な
か
く
の

み
し
と
け
な
き
も
の
に
て
侍
れ
は
本
の
ま
ま
に
し
る
し
を
く
、
の
ち

に
見
ん
人
心
え
さ
せ
給
へ
し

と
記
さ
れ
る
と
お
り
、
古
来
、
乱
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

き
た
け
れ
ど
も
、
嘉
暦
伝
承
本
の
よ
う
な
非
仙
覚
本
『
万
葉
集
』
享
受
の

様
相
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
嘉
暦
伝
承
本
の
訓
と
『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
と

は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
考
察
す
る
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
収

『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
の
歌
（
重
出
歌
含
む
）
は
、
第
一
帖
十
三
首
、
第
二

帖
三
十
九
首
、
第
三
帖
三
十
一
首
、
第
四
帖
二
十
三
首
、
第
五
帖
百
十
三

首
、
第
六
帖
二
十
九
首
の
、
合
計
二
四
八
首
を
数
え
る
。
以
下
、
特
徴
的

な
例
を
採
り
上
げ
る
。

二　

嘉
暦
伝
承
本
の
特
異
本
文
と
『
古
今
和
歌
六
帖
』

ま
ず
、『
万
葉
集
』
諸
本
の
う
ち
、
嘉
暦
伝
承
本
が
特
異
な
本
文
を
も
ち
、

か
つ
そ
れ
が
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
と
近
似
す
る
例
を
挙
げ
よ
う
。
な

お
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
は
、
写
本
系
本
文
と
し
て
桂
宮
本
を
、
ま
た
、

版
本
系
本
文
と
し
て
は
、
江
戸
期
の
流
布
本
で
あ
る
寛
文
九
年
版
本
を
列

挙
す
る
。
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『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
四
帖
、
一
九
九
七
番
、
題
「
こ
ひ
」

﹇
桂
宮
本
﹈　　
　
　
　

 

　
　
　
　

人
丸
あ
る
本

　
　

  
こ
ひ
し
な
は 

こ
ひ
も
し
ね
と
や 

た
ま
ほ
こ
の 

み
ち
ゆ
き
人
に 

こ
と
つ
て
も
せ
ぬ

﹇
寛
文
版
﹈　　

 

　
　
　
　

人
ま
ろ
或
本

　
　

  

こ
ひ
し
な
は 
恋
も
し
ね
と
や 

玉
ほ
こ
の 

道
行
人
に 

こ
と
傳

も
せ
ぬ

こ
の
歌
は
、『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
、二
三
七
四
（
二
三
七
〇
）
番
に
出
典

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
西
本
願
寺
本
﹈

　
　

恋
死　

恋
死
耶　

玉
桙　

路
行
人　

事
告
兼

　
　

  

コ
ヒ
シ
ナ
バ　

コ
ヒ
モ
シ
ネ
ト
ヤ　

タ
マ
ホ
コ
ノ　

ミ
チ
ユ
キ

ビ
ト
ニ　

コ
ト
モ
ツ
ゲ
ケ
ム
（
カ
ネ
）

だ
が
、
結
句
「
事
告
兼
」
は
、
嘉
暦
伝
承
本
で
は
「
事
告
無
」
に
な
っ
て

い
る
。
現
代
の
新
訓「
こ
と
も
の
ら
な
く
」は
、嘉
暦
伝
承
本
の
本
文「
無
」

を
採
っ
た
上
で
の
施
訓
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
の
嘉
暦
伝
承
本
の
訓
は
、「
こ
と
つ
け
も
な
し
」
で
あ
る
。
同

様
の
訓
は
、『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
っ
て
も
、
京
都
大
学
本
に
赭
の
「
无
イ

本
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
り
、
訓
の
右
に
赭
で
「
コ
ト
ツ
ケ
モ
ナ
シ
」

と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
で
は
「
こ
と
つ
て
も
せ
ぬ
」
で
あ
る
か

ら
、
や
は
り
嘉
暦
伝
承
本
の
「
こ
と
つ
け
も
な
し
」
の
訓
に
近
い
と
見
ら

れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
後
に
『
拾
遺
集
』
が
当
該
歌
を
採
録
す
る
際
の
本

文
は
、
次
に
挙
げ
る
と
お
り
、
さ
ら
に
嘉
暦
伝
承
本
に
近
似
す
る
。

　
　

題
し
ら
ず　
　
　

 

　
　
　
　

人
ま
ろ

こ
ひ
し
な
ば
こ
ひ
も
し
ね
と
や
玉
桙
の
道
ゆ
き
人
に
事
づ
て
も
な
き

 

『
拾
遺
集
』
恋
五
、九
三
七
番

た
だ
し
、
人
麿
の
私
家
集
に
お
い
て
は
、
書
陵
部
蔵
五
一
一
・
二
『
人
麿

集
』
一
九
九
番
や
書
陵
部
蔵
五
〇
一
・
四
七
『
人
麿
集
』
二
九
一
番
が
結
句

を
「
こ
と
つ
て
も
な
き
」
と
す
る
一
方
、
時
雨
亭
文
庫
蔵
義
空
本
四
三
一

番
で
は
「
コ
ト
モ
ツ
ケ
カ
ネ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
該
箇
所
の
本
文
は
対

立
し
て
い
る
。
平
安
中
期
に
は
、
両
様
の
本
文
の
流
布
を
想
定
す
る
必
要

が
あ
り
、
嘉
暦
伝
承
本
系
の
本
文
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
や
『
拾
遺
集
』、

書
陵
部
蔵
『
人
麿
集
』
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
嘉
暦
伝
承
本
単
独
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
含
む
古
写
本
の
本
文

が
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
。
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『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
二
帖
、
一
〇
九
四
番
、
題
「
つ
か
ひ
」

﹇
桂
宮
本
﹈

　
　

  
か
く
は
か
り 

わ
れ
は
こ
ひ
つ
ゝ 

た
ま
ほ
こ
の 

君
か
つ
か
ひ
を 

ま
ち
や
か
ね
て
ん

﹇
寛
文
版
﹈（
ナ
シ
）

こ
の
歌
の
第
三
句
「
た
ま
ほ
こ
の
」
は
「
つ
か
ひ
」
に
か
か
る
枕
詞
と
見

ら
れ
る
が
、
出
典
と
思
し
き
『
万
葉
集
』
で
は
、「
た
ま
づ
さ
の
」
に
な
っ

て
い
る
。

『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
、二
五
五
三
（
二
五
四
八
）
番

﹇
西
本
願
寺
本
﹈

　
　

  

如
是
谷
裳　

吾
者
恋
南　

玉
梓
之　

君
之
使
乎　
　

待
也
金
手

武

　
　

  

カ
ク
ダ
ニ
モ　

ワ
レ
ハ
コ
ヒ
ナ
ム　

タ
マ
ヅ
サ
ノ　

キ
ミ
ガ
ツ

カ
ヒ
ヲ　
　

マ
チ
ヤ
カ
ネ
テ
ム

﹇
現
代
の
新
訓
﹈

　
　

  

か
く
だ
に
も　

あ
れ
は
こ
ひ
な
む　

た
ま
づ
さ
の　

き
み
が
つ

か
ひ
を　

ま
ち
や
か
ね
て
む

た
だ
し
、
嘉
暦
伝
承
本
・
古
葉
略
類
聚
鈔
・
廣
瀬
本
は
、
本
文
「
梓
」
を

「
桙
」
と
し
、
上
記
三
本
と
京
都
大
学
本
は
、「
た
ま
ほ
こ
の
」
と
付
訓
す

る
。
ま
た
、
同
様
の
本
文
は
、
時
雨
亭
文
庫
蔵
詞
林
采
葉
抄
所
収
本
『
人

麿
集
』
二
二
〇
番
に
も
見
え
る
。

か
く
た
に
も
わ（
マ
マ
）

す
れ
を
こ
ひ
な
ん
た
ま
ほ
こ
の
き
み
か
つ
か
ひ
を
ま

ち
や
か
ね
て
ん

そ
も
そ
も
「
た
ま
ほ
こ
の
」
と
い
う
枕
詞
は
、「
道
」
や
「
里
」
な
ど
に
か

か
り
、
そ
の
縁
で
、「
し
を
り
」「
手
向
け
の
神
」「
た
よ
り
」「
行
く
」
な

ど
に
続
く
例
が
派
生
し
た
と
い
う
。「
つ
か
ひ
」
に
か
か
る
例
も
、当
該
歌

の
他
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
え
る
。

玉
ほ
こ
の
君
か
つ
か
ひ
の
た
を
り
た
る
こ
の
秋
萩
を
み
れ
と
あ
か
ぬ

か
も 

書
陵
部
蔵
五
一
一
・
二
『
人
麿
集
』
九
九
番

　
　

メ
ニ
ヲ
ク
レ
タ
ル
ト
キ
ノ
ウ
タ

モ
ミ
チ
ハ
ノ
チ
リ
ユ
ク
ナ
ヘ
ニ
タ玉

杵

マ
ホ
コ
ノ
ツ
カ
ヒ
ヲ
ミ
レ
ハ
ア
ヒ

シ（
マ
マ
）オ

モ
ホ
ユ 

時
雨
亭
文
庫
蔵
義
空
本
『
人
麿
集
』
六
五
一
番

先
に
挙
げ
た
当
該
歌
の
例
も
含
め
て
、『
人
麿
集
』
に
用
例
が
集
中
し
て
お

（
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5 『古今和歌六帖』と嘉暦伝承本『万葉集』

り
、
平
安
期
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
伝
来
の
ひ
と
つ
の
か
た
ち
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
後
世
の
例
と
し
て
も
、
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世

紀
に
か
け
て
活
躍
し
た
如
願
法
師
の
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

春

い
へ
に
ゆ
き
て
ま
づ
は
か
た
ら
む
た
ま
ぼ
こ
の
つ
か
ひ
も
う
と
し
や

ま
ぶ
き
の
は
な 

『
如
願
法
師
集
』
一
六
五
番

「
た
ま
ほ
こ
の
」
と
「
た
ま
づ
さ
の
」
の
本
文
対
立
は
、
元
を
正
せ
ば
、
漢

字
表
記
「
鉾
」
と
「
梓
」
と
の
字
形
の
類
似
か
ら
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
実
際
、『
万
葉
集
』
諸
本
に
お
い
て
、「
玉
梓
（
た
ま
づ
さ
の
）」
と

「
玉
鉾
（
た
ま
ほ
こ
の
）」
と
の
本
文
異
同
・
異
訓
が
生
じ
て
い
る
箇
所
は

少
な
く
な
く
、前
掲
の
義
空
本
『
人
麿
集
』
歌
も
、柿
本
人
丸
集
（
書
陵
部

蔵「
歌
仙
集
」五
一
一
・
二
）四
八
番
や
柿
本
集（
書
陵
部
蔵
五
〇
一
・
四
七
）

四
〇
二
番
で
は
、「
た
ま
つ
さ
の
つ
か
ひ
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
た
ま
づ
さ
の
」「
つ
か
ひ
」
の
平
安
期
の
用
例
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』

を
検
し
て
も
、
次
の
一
首
を
見
出
す
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
（
逢
て
の
恋
）

い
ひ
つ
つ
も
た
の
む
に
な
れ
ば
た
ま
づ
さ
の
つ
か
ひ
を
や
る
ぞ
け
さ

は
こ
ひ
し
き 

『
賀
茂
保
憲
女
集
』
一
五
六
番

つ
ま
り
、平
安
朝
の
人
々
に
と
っ
て
、そ
れ
は
万
葉
風
の
表
現
で
あ
り
、そ

れ
ほ
ど
馴
染
み
の
あ
っ
た
も
の
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ

う
な
語
句
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
漢
字
表
記
の
揺
れ
と
と
も
に
、
ふ
た
つ
の
訓

を
生
み
出
し
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
当
該
歌
の
初
句
「
か
く
は
か
り
」
は
、『
万

葉
集
』
で
は
「
か
く
だ
に
も
」
に
な
っ
て
お
り
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
対

『
万
葉
集
』
で
本
文
の
対
立
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文

が
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
出
典
と
な
っ
た
歌
の
直
前
に
配
さ
れ
た

二
五
五
二
（
二
五
四
七
）
番
の
初
句
「
如
是
許
（
カ
ク
バ
カ
リ
）」
に
引
か

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
の
形
成
に
あ
た
り
、出
典

歌
集
に
お
け
る
当
該
歌
の
前
後
に
配
さ
れ
た
歌
の
表
現
が
混
じ
り
込
む
こ

と
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

三　
「
浮
き
草
」
歌
を
め
ぐ
る
問
題

と
こ
ろ
で
、
本
稿
冒
頭
で
挙
げ
た
『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
、二
五
〇
九

（
二
五
〇
四
）
番
に
つ
い
て
、今
度
は
第
三
句
に
着
目
し
て
検
討
し
て
み
よ

う
。

解
衣　

恋
乱
乍　

浮
沙　

生
吾　

恋
度
鴨

（
15
）

（
16
）



 社会科学　第 44 巻  第 1号 6

こ
の
歌
は
、
前
述
の
と
お
り
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
題
は
次
の
よ
う
に
「
う
き
く
さ
」
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
の
浮
草
題
に

列
挙
さ
れ
て
い
る
歌
群
全
体
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　

う
き
く
さ　

 

人
丸

と
き
き
ぬ
の
お
も
ひ
み
だ
れ
て
う
き
く
さ
の
う
き
て
も
我
は
あ
り
わ

た
る
か
な
（
三
八
三
四
）

 

伊
勢

ね
を
絶
え
て
水
に
う
か
べ
る
う
き
く
さ
は
池
の
ふ
か
き
を
た
の
む
な

る
べ
し
（
三
八
三
五
）

 

こ
ま
ち

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
く
さ
の
根
を
た
え
て
さ
そ
ふ
水
あ
ら
ば
い
な

ん
と
ぞ
思
ふ
（
三
八
三
六
）

 
み
つ
ね

水
の
面
に
お
ふ
る
五
月
の
う
き
く
さ
の
な
み
の
上
に
や
た
ね
を
ま
き

け
ん
（
三
八
三
七
）

こ
も
り
え
に
ひ
ま
な
く
う
け
る
う
き
く
さ
の
ま
な
く
ぞ
人
は
恋
し
か

り
け
る
（
三
八
三
八
）

冒
頭
の
三
八
三
四
番
歌
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
歌
に
浮
草
が
詠
み
込
ま
れ

て
い
る
。
特
に
三
八
三
六
番
の
小
野
小
町
の
歌
は
、『
古
今
集
』
に
載
る
文

屋
康
秀
に
あ
て
た
歌
と
し
て
名
高
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
冒
頭
歌
、
三
八
三
四
番
は
、
出
典
と
目
さ
れ
る
『
万

葉
集
』
本
文
で
は
、
浮
草
の
歌
で
は
な
い
。

『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
、二
五
〇
九
（
二
五
〇
四
）
番

﹇
西
本
願
寺
本
﹈

　
　

解
衣　

恋
乱
乍　

浮　

沙
生
吾　

恋
度
鴨

　
　

  

ト
キ
キ
ヌ
ノ　

コ
ヒ
ミ
ダ
レ
ツ
ツ　

ウ
キ
テ
ノ
ミ　

マ
ナ
ゴ
ナ

ス
ワ
ガ　

コ
ヒ
ワ
タ
ル
カ
モ

﹇
現
代
の
新
訓
﹈

　
　

  

と
き
き
ぬ
の　

こ
ひ
み
だ
れ
つ
つ　

う
き
ま
な
ご　

い
き
て
も

わ
れ
は　

あ
り
わ
た
る
か
も

す
な
わ
ち
、
第
三
・
四
句
に
あ
た
る
四
文
字
を
、
西
本
願
寺
本
で
は
、「
浮
」

一
文
字
と
「
沙
生
吾
」
三
文
字
で
切
っ
て
「
ウ
キ
テ
ノ
ミ　

マ
ナ
ゴ
ナ
ス

ワ
ガ
」
と
訓
じ
、
ま
た
現
代
の
新
訓
で
は
、「
浮
沙
」
と
「
生
吾
」
に
分
け

て
、
前
者
を
「
う
き
ま
な
ご
」（
水
面
に
浮
い
た
砂
の
意
）
と
す
る
。
第

三
・
四
句
の
認
定
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、「
う
き
く
さ
」

の
訓
は
出
て
こ
な
い
。
一
方
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
収
本
文
の
第
三
句
は
、

浮
草
題
の
歌
と
し
て
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
諸
本
「
う
き
く
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さ
の
」
で
一
致
し
て
お
り
、『
万
葉
集
』
本
文
と
の
間
に
、
顕
著
な
対
立
が

あ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
さ
ら
に
『
万
葉
集
』
諸
本
本
文
を
繙
く
と
、
は
た
し
て
、
嘉

暦
伝
承
本
他
、
比
較
的
古
い
伝
本
の
一
部
が
、「
う
き
く
さ
」
の
訓
を
も
つ

こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
浮
沙
」
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
、
嘉
暦
伝

承
本
・
類
聚
古
集
・
古
葉
略
類
聚
鈔
・
細
井
本
・
廣
瀬
本
が
、「
う
き
く
さ

の
」
と
付
訓
す
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、「
浮
沙
」
を
「
う
き
く
さ
の
」
と
読
む
の
は
、
ま
ず
無
理
で
あ
ろ

う
。『
萬
葉
集
総
索
引　

単
語
篇
』
に
拠
る
と
、当
該
歌
と
同
じ
巻
十
一
に

収
め
ら
れ
る「
く
さ
」の
表
記
は「
草
」（
二
三
五
一
・
二
四
六
八
・
二
七
七
六

番
な
ど
）
で
あ
り
、「
沙
」
一
文
字
で
「
く
さ
」
と
読
む
の
は
困
難
で
あ
る
。

「
浮
」
の
字
を
「
う
き
」
と
読
む
の
で
あ
れ
ば
、「
沙
」
も
訓
読
み
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
仮
に
、
一
字
一
音
仮
名
表
記
の
一
部
と
し

て
「
沙
」
を
「
さ
」
と
読
み
、「
く
さ
」
の
「
く
」
の
字
の
脱
落
と
想
定
し

よ
う
と
す
る
の
も
、
や
は
り
無
理
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
字
一
音
仮
名

表
記
で
あ
っ
て
も
、「
久
佐
」「
…
…
具
佐
」、
あ
る
い
は
「
久
左
」「
…
…

具
左
」
と
表
記
さ
れ
、「
沙
」
の
文
字
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
、
ま
ず
な

い
。
後
世
、賀
茂
真
淵
『
萬
葉
考
』
や
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義
』
が
、「
浮

沙
生
」
を
「
萍
浮
」
や
「
浮
草
浮
」
の
誤
写
説
を
と
る
の
も
、「
う
き
く
さ

の
」
の
訓
を
採
る
た
め
の
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
代
の
新
訓
が
、「
浮
沙
」
を
「
う
き
く
さ
の
」
と
い
う
訓
を
採
ら
な

か
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
『
万
葉
集
』
の
本
文
を
尊
重
し
た
上
で
、
前

述
の
『
万
葉
集
』
中
の
漢
字
表
記
の
あ
り
方
を
も
考
慮
し
た
た
め
と
推
察

さ
れ
る
。
一
方
、
現
代
の
新
訓
が
採
用
し
た
「
う
き
ま
な
ご
」
と
い
う
語

句
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
で
も
他
例
は
な
い
が
、
当
該
歌
と
同
じ
巻
第

十
一
、二
七
四
三
（
二
七
三
四
）
番
に
載
る
、
次
の
万
葉
歌
の
存
在
も
、
傍

証
と
し
て
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

塩
満
者　

水
沫
尓
浮　

細
砂
裳　

吾
者
生
鹿　

恋
者
不
死
而

し
ほ
み
て
ば　

み
な
わ
に
う
か
ぶ　

ま
な
ご
に
も　

わ
は
な
り
て
し

か　

こ
ひ
は
し
な
ず
て

た
と
え
ば
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

萬
葉
集
③
』
頭
注
で
は
、「
水
沫

に
浮
か
ぶ
砂
」
に
つ
い
て
、
二
五
〇
四
番
歌
参
照
と
し
た
上
で
、「
絶
え
ず

動
揺
し
不
安
な
心
理
状
態
を
た
と
え
る
。」
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、『
萬
葉
集
総
索
引
』
に
は
、「
ウ
キ
ク
サ
」
の
例
が
一
例
の
み
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
二
五
〇
九
（
二
五
〇
四
）
番
の

当
該
歌
で
あ
っ
て
、
新
訓
が
「
ウ
キ
マ
ナ
ゴ
」
で
あ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ

て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、「
浮
草
」

と
い
う
語
を
詠
み
込
ん
だ
歌
の
確
か
な
例
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

で
は
、
平
安
期
に
入
っ
て
か
ら
は
と
い
え
ば
、
本
節
冒
頭
で
も
指
摘
し

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）
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た
よ
う
に
、『
古
今
集
』
の
小
町
の
歌
を
は
じ
め
、
少
な
か
ら
ぬ
歌
が
詠
ま

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
『
古
今
集
』
に
四
首
、用
例
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

に
は
、
注
意
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
当
該
歌
本
文
と
同
じ
く
、「
う
き
く
さ

の　

う
き
…
…
」
と
い
う
同
音
反
復
を
も
つ
用
例
の
存
在
も
看
過
で
き
ま

い
。　

　

題
し
ら
ず　
　
　

 

　
　

た
だ
み
ね

た
き
つ
せ
に
ね
ざ
し
と
ど
め
ぬ
う
き
草
の
う
き
た
る
こ
ひ
も
我
は
す

る
か
な　

    
 『

古
今
集
』
恋
二
、五
九
二
番

　
　

  

と
も
だ
ち
の
ひ
さ
し
う
ま
う
で
こ
ざ
り
け
る
も
と
に
よ
み
て
つ

か
は
し
け
る　
　
　

 
　
　

み
つ
ね

水
の
お
も
に
お
ふ
る
さ
月
の
う
き
草
の
う
き
事
あ
れ
や
ね
を
た
え
て

こ
ぬ    

　
『
古
今
集
』
雑
下
、
九
七
六
番

　
　

う
き
く
さ

か
き
や
れ
ば
う
き
て
な
が
る
る
う
き
草
の
よ
を
は
や
く
し
て
過
ぎ
ぬ

べ
ら
な
り 

『
散
木
奇
歌
集
』
一
二
八
八
番

　
　

恋
歌
中
に

あ
し
鴨
の
さ
わ
ぐ
入
江
の
浮
草
の
う
き
て
や
物
を
お
も
ひ
わ
た
ら
ん              

 

　
　
『
金
槐
和
歌
集
』
四
四
三
番

　
　

蛍

や
や
し
げ
る
さ
つ
き
の
い
け
の
う
き
草
の
う
き
て
お
も
ひ
に
と
ぶ
ほ

た
る
か
な 

『
隣
女
集
』（
飛
鳥
井
雅
有
）
四
二
八
番

　
　

七
十
四
番　

左　

 

　
　

盛
長
朝
臣

秋
風
を
さ
そ
ふ
水
あ
ら
ば
う
き
草
の
う
き
て
は
も
え
じ
よ
は
の
蛍
火

 

　
　
　
　
　
『
前
摂
政
家
歌
合
』（
嘉
吉
三
年
）
一
四
七
番

『
古
今
集
』
に
浮
草
を
詠
ん
だ
歌
が
四
例
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、そ
の

う
ち
二
例
が
、「
う
き
く
さ
の　

う
き
…
…
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
歌
の
作
者
が
古
今
集
撰
者
で
も
あ
る
当
代
随
一
の
歌

人
、
壬
生
忠
岑
と
凡
河
内
躬
恒
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
お
そ
ら
く

当
時
、
こ
の
表
現
は
、
ひ
と
つ
の
定
型
句
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
し
、『
古
今
集
』
以
降
、
そ
れ
ら
の
歌
が
手
本
と
な
る
こ
と
は
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、右
の
『
金
槐
集
』
歌
に
つ
い
て
、新
潮
日
本
古
典
集
成
『
金

槐
和
歌
集
』
で
は
、
作
歌
の
際
に
念
頭
に
置
い
た
で
あ
ろ
う
参
考
歌
と
し

て
、
前
掲
の
『
古
今
集
』
の
忠
岑
歌
の
他
、
次
の
よ
う
な
歌
が
指
摘
さ
れ

（
22
）

（
23
）
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て
い
る
。

　
　

題
し
ら
ず　

 

　
　
　
　

  

人
麿

あ
し
が
も
の
さ
わ
ぐ
入
江
の
み
づ
の
え
の
よ
に
す
み
が
た
き
我
が
身

な
り
け
り 

『
新
古
今
集
』
巻
第
十
八
雑
歌
下
、
一
七
〇
七
番

　
　
（
題
し
ら
ず
）　　

 

　
　
　
　

読
人
し
ら
ず

あ
し
が
も
の
さ
わ
ぐ
入
江
の
白
浪
の
し
ら
ず
や
人
を
か
く
こ
ひ
む
と

は    
  『

古
今
集
』
巻
第
十
一
恋
歌
一
、五
三
三
番

確
か
に
、
初
句
と
第
二
句
「
あ
し
鴨
の
さ
わ
ぐ
入
江
の
」
は
、
こ
れ
ら
新

古
今
歌
や
古
今
歌
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、『
古
今

集
』
忠
岑
歌
も
、
恋
歌
の
表
現
と
し
て
共
通
性
が
見
出
せ
よ
う
。

ま
た
、『
金
槐
和
歌
集
全
評
釈
』
に
は
、右
の
古
今
歌
二
首
と
と
も
に
、次

の
『
古
今
集
』
五
一
〇
番
歌
も
引
か
れ
て
い
る
。

　
　

題
し
ら
ず　
　
　

 

　
　
　
　

読
人
し
ら
ず

い
せ
の
う
み
の
あ
ま
の
つ
り
な
は
打
ち
は
へ
て
く
る
し
と
の
み
や
思

ひ
渡
ら
む

そ
の
上
で
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
実
朝
歌
と
、
冒
頭
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』

三
八
三
四
番
本
文
を
比
較
し
て
み
た
い
。
実
朝
歌
の
「
〜
や
〜
お
も
ひ
わ

た
ら
ん
」
と
い
う
表
現
は
、
も
ち
ろ
ん
、
右
の
『
古
今
集
』
五
一
〇
番
歌

と
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
第
三
句
以
降
に
つ
い
て
は
、『
古
今
和

歌
六
帖
』三
八
三
四
番
歌
と
の
共
通
点
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。す

な
わ
ち
、「
う
き
く
さ
の　

う
き
て
…
…
」
が
一
致
す
る
の
に
加
え
、
補
助

動
詞
「
わ
た
る
」
を
共
通
し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
朝
は
、
万
葉
調
を
特
徴
と
す
る
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

『
金
槐
和
歌
集
』
の
歌
も
、
初
句
と
第
二
句
は
、
新
古
今
歌
や
古
今
歌
を
踏

ま
え
て
い
る
と
は
い
え
、
新
古
今
歌
の
作
者
は
人
麿
で
あ
る
。
こ
の
作
者

名
を
信
ず
れ
ば
、
や
は
り
、『
新
古
今
集
』
を
通
じ
て
万
葉
風
を
志
向
し
て

い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
す
れ
ば
、
第
三
句
以
降
も
、『
古
今
和
歌
六

帖
』
本
文
を
経
由
し
て
、
そ
の
向
こ
う
に
万
葉
歌
を
透
か
し
見
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
『
万
葉
集
』
の
漢
字
表
記
か
ら
離
れ
た
訓
は
、
平
安
期
以

降
、さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
古
今
和
歌
六

帖
』
三
八
三
四
番
の
場
合
、
浮
草
の
歌
が
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
『
古
今
集
』

時
代
の
和
歌
表
現
の
類
型
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ
た
平
安
期
の
訓
で
あ
る

と
推
察
さ
れ
る
が
、他
に
も
、時
雨
亭
文
庫
蔵
義
空
本
『
人
麿
集
』
三
六
二

番
に
は
、

ト
キ
ヽ
ヌ
トノ

ニ
ヒ
ミ
タ
レ
ツ
ヽ
ウ
キ
ク
サ
ノ
イ
キ
テ
モ
ワ
レ
ハ
ア
リ

（
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ワ
タ
ル
カ
モ

と
い
う
本
文
が
載
っ
て
お
り
、「
浮
草
」
の
訓
が
生
き
て
い
る
。

翻
っ
て
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
と
し
て
の
適
切
さ
を
考
え
る
時
、

三
八
三
四
番
歌
は
必
ず
「
う
き
く
さ
の
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
浮
草
題
に
配
さ
れ
て
い
る
歌
と
し
て
、「
う
き
く

さ
」
以
外
の
本
文
で
は
あ
り
得
な
い
。
先
に
も
触
れ
た
が
、『
古
今
和
歌
六

帖
』
の
伝
本
は
、善
本
が
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、当
該
歌
が

『
古
今
和
歌
六
帖
』
編
纂
当
初
か
ら
そ
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

第
三
句
は
そ
の
時
点
か
ら
「
う
き
く
さ
の
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
と
っ
て
の
正
し
い
本
文
は
、
出
典

の
『
万
葉
集
』
歌
と
し
て
は
、歪
め
ら
れ
た
訓
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
確

か
に
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
、
十
世
紀
後
半
成
立
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、

『
万
葉
集
』
古
点
の
時
期
に
き
わ
め
て
近
い
。
従
っ
て
、『
古
今
和
歌
六
帖
』

の
本
文
の
中
に
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
成
立
当
時
の
姿
を
留
め
る
箇
所
が
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、『
万
葉
集
』
の
古
点
を
記
す
原
本
が
現
存
し
な
い
以
上
、

万
葉
歌
の
平
安
期
の
姿
を
留
め
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
貴
重
な
例
に
な
ろ

う
。
だ
が
そ
れ
で
も
、本
文
は
平
安
期
の
訓
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
成
立
時

の
本
文
に
は
、
な
か
な
か
さ
か
の
ぼ
り
得
な
い
と
い
う
事
実
は
、
再
度
確

認
し
て
お
き
た
い
。

鹿
持
雅
澄
が
、『
萬
葉
集
古
義
』（
一
八
三
九
年
）
に
お
い
て
、「
浮
沙

生
」
を
「
浮
草
浮
」
の
誤
写
と
し
、
第
三
句
を
「
ウ
キ
ク
サ
ノ
」
と
訓
じ

た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
そ
の
根
拠
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

六
帖
に
こ
の
歌
を
載
せ
て
、
と
き
ぎ
ぬ
の
思
ひ
乱
れ
て
う
き
草
の
う

き
た
る
恋
も
わ
れ
は
す
る
か
な
、
と
あ
る
に
依
る
べ
し
。

こ
の
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
を
も
っ
て
『
万
葉
集
』
の
訓
を
決
定
す
る

根
拠
と
す
る
と
い
う
本
文
の
捉
え
方
は
、
遠
く
遡
っ
て
、「
う
き
く
さ
の
」

の
本
文
を
も
つ
『
万
葉
集
』
の
古
写
本
、
前
掲
の
嘉
暦
伝
承
本
・
類
聚
古

集
・
古
葉
略
類
聚
鈔
・
細
井
本
・
廣
瀬
本
の
本
文
生
成
に
も
、
少
な
か
ら

ず
影
響
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、『
万
葉
集
』
の
各
伝
本
が
、
本
文
に
対
し
て
、

訓
を
ど
の
位
置
に
記
す
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
採
り
上

げ
た
古
写
本
の
う
ち
、
古
葉
略
類
聚
鈔
は
、
訓
を
本
文
の
傍
ら
に
小
書
き

す
る
形
式
で
あ
る
が
、
嘉
暦
伝
承
本
・
類
聚
古
集
・
細
井
本
・
廣
瀬
本
は
、

い
わ
ゆ
る
「
別
提
訓
」（
本
文
と
は
別
に
訓
を
提
示
す
る
）
形
式
で
書
写
さ

れ
る
。
訓
を
本
文
に
傍
書
す
る
場
合
は
、
や
は
り
、
本
文
に
則
し
て
読
み

を
示
し
て
い
く
と
い
う
意
識
が
比
較
的
強
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の

本
文
と
訓
の
密
着
度
は
、
一
方
の
「
別
提
訓
」
で
は
、
い
さ
さ
か
弱
ま
っ

て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
別
提
訓
」
は
、
本
文
の

（
27
）
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）
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訓
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
本
文
の
施
訓
当
時
の
和
歌
解
釈
を
も
含
む
場
合

が
あ
り
は
し
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、『
万
葉
集
』
が
、
訓
読
が
困
難
な
漢

字
表
記
か
ら
離
れ
、
仮
名
表
記
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
傾
向
を
背
景
に
す
る
時
、
よ
り
い
っ
そ
う
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

小
川
靖
彦
氏
は
、
夙
に
、『
万
葉
集
』
の
「
桂
本
と
次
点
本
諸
本
に
共
通

す
る
訓
」
に
「
意
訳
的
な
訓
法
」
が
認
め
ら
れ
、そ
こ
に
「
平
安
朝
の
人
々

に
と
っ
て
充
分
に
馴
染
め
る
よ
う
に
訓
み
下
そ
う
と
い
う
意
識
」
が
存
す

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。万
葉
歌
に
対
す
る
、こ
の
よ
う
な
平
安
当
時

の
翻
案
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
施
訓
の
性
格
は
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
に
お
い

て
も
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

こ
れ
ま
で
、
嘉
暦
伝
承
本
と
『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
と
が
一
致
す
る

例
を
考
察
し
て
き
た
が
、
両
者
の
関
係
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
嘉
暦
伝
承
本
の
異
文
は
、
必
ず
し
も
『
古
今
和
歌

六
帖
』
本
文
と
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
四
帖
、
二
〇
三
八
番
、
題
「
ゆ
め
」

﹇
桂
宮
本
﹈　　
　
　

 

　

よ
み
人
し
ら
す
あ
る
本

　
　

  

わ
き
も
こ
に 

こ
ひ
て
す
へ
な
し 

し
ろ
た
へ
の 

そ
て
か
は
し
く

は 

ゆ
め
に
見
え
き
や

﹇
寛
文
版
﹈　　
　
　

 

　
　
　

よ
み
人
し
ら
す
或
本

　
　

  

わ
き
も
こ
に 

恋
て
す
へ
な
し 

白
妙
の 

袖
か
は
し
ゝ
は 

夢
に

み
え
き
や

右
の
歌
は
、結
句
に
「
み
え
き
や
」
と
い
う
本
文
を
も
つ
が
、こ
れ
は
『
万

葉
集
』
諸
本
に
お
け
る
一
般
的
な
本
文
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
、二
八
二
三
（
二
八
一
二
）
番

﹇
西
本
願
寺
本
﹈

　
　

  

吾
妹
児
尓　

恋
而
為
便
無　

白
細
布
之　

袖
反
之
者　

夢
所
見

也

　
　

  

ワ
ギ
モ
コ
ニ　

コ
ヒ
テ
ス
ベ
ナ
ミ　

シ
ロ
タ
ヘ
ノ　

ソ
デ
カ
ヘ

シ
シ
ハ　

ユ
メ
ニ
ミ
エ
キ
ヤ

﹇
現
代
の
新
訓
﹈

　
　

  

わ
ぎ
も
こ
に　

こ
ひ
て
す
べ
な
み　

し
ろ
た
へ
の　

そ
で
か
へ

し
し
は　

い
め
に
み
え
き
や

と
こ
ろ
が
、
結
句
の
「
也
」
を
、
嘉
暦
伝
承
本
・
廣
瀬
本
は
「
菅
」
と
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
、「
ゆ
め
に
み
え
つ
ゝ
」
と
付
訓
す
る
。
こ
の
異
文
・
異
訓

（
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）
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は
、『
校
本
萬
葉
集
』
で
は
、
こ
の
二
本
の
み
で
あ
る
。

嘉
暦
伝
承
本
・
廣
瀬
本
が
有
す
る
こ
の
訓
は
、
し
か
し
、
後
世
の
『
夫

木
和
歌
抄
』
に
受
け
継
が
れ
た
。

　
　

題
不
知
、
万
十
一　

 

　
　
　
　

読
人
不
知

わ
ぎ
も
こ
に
恋
ひ
て
す
べ
な
み
白
た
へ
の
そ
で
か
へ
し
し
は
ゆ
め
に

み
え
つ
つ

 

『
夫
木
抄
』
巻
第
三
十
六
雑
部
十
八
、一
七
〇
六
八
番

こ
の
本
文
に
拠
る
限
り
、
鎌
倉
後
期
、
勝
間
田
長
清
の
手
に
は
、
嘉
暦
伝

承
本
・
廣
瀬
本
と
同
じ
訓
を
記
す
『
万
葉
集
』
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
が
採
り
入
れ
な
か
っ
た
訓
も
、『
万
葉
集
』
古

写
本
の
段
階
で
途
絶
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
後
世
に
継
承
さ
れ
て
い

く
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
は
、嘉
暦
伝
承
本
の
有
す
る
特
色
あ
る
本
文
と

一
致
す
る
箇
所
が
あ
る
一
方
、
部
分
的
に
は
、
全
く
共
通
し
な
い
場
合
も

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
平
井
卓
郎
氏
が
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文

と
『
万
葉
集
』
現
存
最
古
の
写
本
、
桂
本
と
を
比
較
し
、「
桂
本
と
六
帖
と

の
不
一
致
は
大
い
に
期
待
に
背
く
も
の
が
あ
り
」
と
落
胆
せ
ら
れ
た
状
況

に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、翻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、幾
度
と
な
く
書
写
を
繰
り
返
し
、伝

来
し
て
き
た
写
本
に
つ
い
て
、
そ
の
作
品
全
体
を
貫
く
よ
う
な
書
承
関
係

や
引
用
関
係
が
簡
単
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
部
分
的
に
せ
よ
、
他
の
作
品
と

の
関
わ
り
の
片
鱗
を
見
出
す
こ
と
に
、
ま
ず
努
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
最
後
に
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
校
合
本
文
が
、
嘉
暦
伝
承
本
の

特
色
あ
る
本
文
と
一
致
す
る
例
を
採
り
上
げ
る
。

『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五
帖
、
二
九
五
八
番

﹇
桂
宮
本
﹈ 　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

人
丸

　
　

  

い
ひ
し
い
は
ゝ 

も
の
は
お
も
は
し 

ひ
た
人
の 

う
つ
す
み
な
は

の 

た
ゝ
ひ
とタ

み
ち
に

﹇
寛
文
版
﹈ 　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
ま
ろ

　
　

  

い
ひ
し
い
は
ゝ 

物
は
思
は
し 

ひ
た
人
の 

う
つ
す
み
な
は
の 

た
ゝ
ひ
と
み
ち
に

こ
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
歌
の
結
句
に
は
、「
ひ
と
み
ち
」
と
い
う
語
が
あ

る
。
た
だ
し
、
写
本
系
本
文
の
う
ち
、
桂
宮
本
・
永
青
文
庫
本
・
林
羅
山

旧
蔵
本
に
は
、本
文
「
と
」
の
右
に
「
タ
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
り
、そ

の
結
果
、「
ひ
た
み
ち
」
と
い
う
語
を
生
成
し
て
い
る
。

「
ひ
と
み
ち
」
と
「
ひ
た
み
ち
」
と
の
本
文
対
立
は
、当
該
歌
の
出
典
で

あ
る
『
万
葉
集
』
諸
本
間
に
も
見
出
せ
る
。

（
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『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
、二
六
五
六
（
二
六
四
八
）
番
。
題
「
た
の
む

る
」

﹇
西
本
願
寺
本
﹈

　
　

云
云　

物
者
不
念　

斐
太
人
乃　

打
墨
縄
之　

直
一
道
二

　
　

  

カ
ニ
（
ト
ニ
）
カ
ク
ニ　

モ
ノ
ハ
オ
モ
ハ
ズ　

ヒ
ダ
ヒ
ト
ノ　

ウ
ツ
ス
ミ
ナ
ハ
ノ　

タ
ダ
ヒ
ト
ス
ヂ
ニ

﹇
現
代
の
新
訓
﹈

　
　

  

か
に
か
く
に　

も
の
は
お
も
は
じ　

ひ
だ
ひ
と
の　

う
つ
す
み

な
は
の　

た
だ
ひ
と
み
ち
に

『
古
今
和
歌
六
帖
』
本
文
「
ひ
と
み
ち
」
は
、
古
葉
略
類
聚
鈔
・
京
都
大
学

本
に
一
致
し
、『
万
葉
集
』
の
現
代
の
新
訓
と
も
共
通
す
る
。
一
方
の
書
き

入
れ
に
よ
る
訓
「
ひ
た
み
ち
」
は
、
嘉
暦
伝
承
本
・
類
聚
古
集
・
廣
瀬
本

の
訓
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

『
古
今
和
歌
六
帖
』
が
、実
際
に
何
を
見
て
こ
の
書
き
入
れ
を
し
た
の
か

は
不
明
と
い
う
他
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
書
き
入
れ
は
、
嘉
暦
伝
承
本

他
の
特
徴
的
な
本
文
と
の
接
触
の
跡
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、嘉
暦
伝
承
本
『
万
葉
集
』
の
訓
と
『
古

今
和
歌
六
帖
』
本
文
は
、
一
致
す
る
例
も
あ
れ
ば
、
一
致
し
な
い
例
、
あ

る
い
は
、
嘉
暦
伝
承
本
の
訓
が
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
書
き
入
れ
と
一
致

す
る
例
も
あ
る
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
本
文
研
究
は
、出
典
と
の
関
わ
り

も
考
慮
す
れ
ば
膨
大
な
本
文
を
分
類
・
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、こ

の
よ
う
な
些
細
な
痕
跡
を
も
看
過
す
る
こ
と
な
く
、
全
体
像
の
把
握
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
再
度
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
も
そ

も
平
安
期
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
の
訓
は
、
い
か
な
る
性
格
を
有
す
る
も

の
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
嘉
暦
伝
承
本
『
万
葉
集
』
に
お
い
て

も
、
漢
字
表
記
か
ら
は
直
接
生
じ
に
く
い
よ
う
な
訓
が
、
平
安
期
の
和
歌

表
現
の
類
型
を
背
景
と
し
て
、
新
た
に
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
は
や
、

『
万
葉
集
』
の
漢
字
表
記
に
対
応
す
る
、い
わ
ゆ
る
「
訓
」
と
い
う
よ
り
も

む
し
ろ
、
平
安
当
時
の
和
歌
解
釈
を
含
め
た
、
意
訳
と
も
い
え
る
性
格
を

有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
近
年
に
お
い
て
は
、
前
述
の
小

川
靖
彦
氏
に
よ
っ
て
も
す
で
に
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ

は
現
代
の
「
施
訓
」
意
識
を
遙
か
に
超
え
て
お
り
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
の

万
葉
歌
本
文
を
考
え
る
上
で
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

附
記本

稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

（
31
）（
32
）

（
33
）
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部
で
あ
る
。

注
（
1
）
以
下
、『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
を
並
記
す
る
場
合
は
、
新
番
号
・
旧
番
号

の
順
に
挙
げ
る
。

（
2
）
以
下
、『
万
葉
集
』
西
本
願
寺
本
の
本
文
、及
び
勅
撰
集
の
引
用
は
、『
新

編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

（
3
）
以
下
、『
万
葉
集
』
諸
本
本
文
に
つ
い
て
は
、『
校
本
萬
葉
集
』
に
拠
る
。

（
4
）『
校
本
萬
葉
集
』
に
拠
れ
ば
、他
に
は
、古
葉
略
類
聚
鈔
に
つ
い
て
、「
恋　

コ
ノ
下
『
有
』
ア
リ
」
と
記
す
に
過
ぎ
な
い
。

（
5
）
巻
十
一
に
つ
い
て
も
欠
損
部
分
が
あ
る
が
、そ
れ
を
補
う
新
資
料
が
、田

中
大
士
氏
「
嘉
暦
伝
承
本
万
葉
集
の
新
出
資
料

―
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鷹

司
家
旧
蔵
本
『
萬
葉
集
巻
第
十
一
』
―
」（
笠
間
叢
書
三
七
二
『
古
筆
と

和
歌
』、
平
成
二
十
年
一
月
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
、一
九
九
九
年
三
月
）「
万
葉

集
（
嘉
暦
伝
承
本
）」
の
項
（
神
堀
忍
氏
）。

（
7
）
北
井
勝
也
氏
「
嘉
暦
伝
承
本
万
葉
集
の
本
文
に
つ
い
て
」（
関
西
大
学
国

文
学
会
「
国
文
学
」
第
七
十
八
号
、
平
成
十
一
年
三
月
）
四
〇
頁
。

（
8
）
以
下
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
本
文
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、

『
新
編
国
歌
大
観
』（
底
本
：
桂
宮
本
）
に
拠
る
。

（
9
）
本
稿
で
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
「
現
代
の
万
葉
研
究
の
立
場
で

最
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
新
訓
」（「
凡
例
」
よ
り
引
用
）
を
用
い
る
。

（
10
）
ち
な
み
に
、
嘉
暦
伝
承
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
廣
瀬
本
は

「
事
告
兼
」
と
い
う
本
文
で
、「
コ
ト
モ〽
ツ
ケ
モ
ナ
シ

ツ
ケ
カ
ネ
」
と
い
う
訓
を
付
す
。

（
11
）
私
家
集
の
引
用
は
、原
則
と
し
て
『
新
編
私
家
集
大
成
』C

D
-R

O
M

版

に
拠
る
が
、
適
宜
、『
新
編
国
歌
大
観
』C

D
-R

O
M

版V
er.2

を
用
い
る

こ
と
も
あ
る
。

（
12
）
こ
の
歌
に
関
連
す
る
『
古
今
和
歌
六
帖
』
諸
本
の
歌
の
欠
損
や
本
文
異

同
、
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
富
永
洋
子
氏
「
古
今
和
歌
六
帖
の
研
究
―

細
川
家
永
青
文
庫
本
及
び
松
平
文
庫
本
を
中
心
と
し
て
―
」（『
国
語
と
国

文
学
』
四
二
―
一
、一
九
六
五
年
一
月
）
に
お
い
て
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い

る
。

（
13
）『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、平
成
十
一
年
五
月
）「
た
ま
ほ

こ
の
」
の
項
（
杉
田
昌
彦
氏
）。

（
14
）
書
陵
部
蔵
五
〇
一
・
四
七
『
人
麿
集
』
六
七
番
に
も
。

（
15
）
二
〇
七
・
四
二
三
（
四
二
〇
）・
六
二
二
（
六
一
九
）・
一
四
一
九

（
一
四
一
五
）・
一
四
二
〇
（
一
四
一
六
）・
二
一
一
五
（
二
一
一
一
）・

二
五
九
一
（
二
五
八
六
）・
二
九
五
七
（
二
九
四
五
）・
三
一
一
七

（
三
一
〇
三
）・
三
二
九
〇
（
三
二
七
六
）・
三
三
五
八
（
三
三
四
四
）
番
歌

が
挙
げ
ら
れ
る
。「
玉
鉾
」
の
用
例
の
一
部
に
「
玉
梓
」
の
異
文
が
生
じ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
玉
梓
」
の
用
例
の
ほ
と
ん
ど
に
「
玉
鉾
」
の
異

文
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
玉
鉾
」
は
比
較
的
安
定
し
た
本
文
を
有
し
て

い
る
。

（
16
）
藤
井
翔
太
氏
「『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
本
文
に
関
す
る
一
考
察
―
出
典
歌

集
の
配
列
と
の
関
わ
り
か
ら
―
」（「
文
化
情
報
学
」
第
六
巻
第
一
号
、
平

成
二
十
三
年
三
月
）。

（
17
）
ま
た
、同
じ
訓
が
漢
字
表
記
の
左
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
伝
本
と
し
て
、西

本
願
寺
本
・
温
故
堂
本
・
京
都
大
学
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
18
）
正
宗
敦
夫
氏
編
、
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
五
月
。
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（
19
）『
万
葉
集
』
に
お
け
る
一
字
一
音
仮
名
表
記
の
「
く
さ
」
は
、「
久
佐
」

（
巻
五
、八
八
六
番
、
巻
十
四
、三
五
三
二
番
、
巻
十
七
、四
〇
一
一
番
、
巻

二
十
、四
四
五
七
番
）
と
表
記
し
、当
該
歌
の
「
沙
」
の
字
を
用
い
た
例
は

な
い
。
さ
ら
に
、「
く
さ
」
の
語
を
用
い
た
熟
語
や
植
物
名
に
お
い
て
も
、

状
況
は
同
様
で
あ
る
。
以
下
、
用
例
を
列
挙
し
て
み
る
と
、「
安
夜
賣
具
佐

（
ア
ヤ
メ
グ
サ
）」（
巻
十
八
、四
〇
三
五
番
）、「
阿
良
久
佐
（
ア
ラ
ク
サ
）」

（
巻
十
四
、三
四
四
七
番
）、「
於
保
為
具
左
（
オ
ホ
ヰ
グ
サ
）」（
巻

十
四
、三
四
一
七
番
）、「
可
多
良
比
具
佐
（
カ
タ
ラ
ヒ
グ
サ
）」（
巻

十
七
、
四
〇
〇
〇
番
）、「
久
佐
可
気
乃
（
ク
サ
カ
ゲ
ノ
）」（
巻

十
四
、三
四
四
七
番
）、「
久
左
禰
（
ク
サ
ネ
）」（
巻
十
四
、三
四
七
九
番
）、

「
久
佐
波
（
ク
サ
バ
）」（
巻
十
四
、三
三
七
七
番
）、「
久
左
麻
久
良
（
ク
サ

マ
ク
ラ
）」（
巻
十
五
、三
六
三
七
番
、
巻
十
五
、三
六
七
四
番
、
巻

十
五
、三
七
一
九
番
、
巻
十
九
、四
二
六
三
番
）、「
久
佐
麻
久
良
（
ク
サ
マ

ク
ラ
）」（
巻
十
四
、三
四
〇
三
番
、
巻
十
五
、三
六
一
二
番
、
巻

十
七
、
三
九
二
七
・
三
九
三
六
番
、
巻
十
八
、
四
一
二
八
番
、
巻

二
十
、四
三
二
五
・
四
四
〇
六
・
四
四
一
六
・
四
四
二
〇
番
）、「
奈
都
久
佐
能

（
ナ
ツ
グ
サ
ノ
）」（
巻
十
五
、三
六
〇
六
番
）、「
爾
古
具
佐
（
ニ
コ
グ
サ
）」

（
巻
十
四
、三
三
七
〇
番
）、「
爾
故
具
左（
ニ
コ
グ
サ
）」（
巻
二
十
、四
三
〇
九

番
）、「
仁
比
久
佐
（
ニ
ヒ
ク
サ
）」（
巻
十
四
、三
四
五
二
番
）、「
根
都
古
具

佐
（
ネ
ツ
コ
グ
サ
）」（
巻
十
四
、三
五
〇
八
番
）、「
布
流
久
左
（
フ
ル
ク

サ
）」（
巻
十
四
、三
四
五
二
番
）、「
毛
毛
久
佐
（
モ
モ
ク
サ
）」（
巻
五
、

八
〇
四
番
）、「
母
母
余
具
佐
（
モ
モ
ヨ
グ
サ
）」（
巻
二
十
、四
三
二
六
番
）、

「
夜
知
久
佐
（
ヤ
チ
ク
サ
）」（
巻
二
十
、四
三
六
〇
・
四
五
〇
一
番
）、「
和
可

久
佐
能
（
ワ
カ
ク
サ
ノ
）」（
巻
十
七
、四
〇
〇
八
番
）（
以
上
、
旧
番
号
に

拠
る
）
と
い
う
例
が
見
出
さ
れ
る
。

（
20
）
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
編
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
十
二

月
。

（
21
）
平
田
喜
信
氏
「『
い
そ
な
』『
う
き
く
さ
』
考
―
和
歌
植
物
語
彙
考
証
（
そ

の
一
）
―
」（「
小
論
」〈
橘
の
会
〉
第
四
号
、一
九
八
六
年
三
月
。
後
に
平

田
喜
信
・
身
﨑
壽
著
『
和
歌
植
物
表
現
辞
典
』〈
東
京
堂
出
版
、
平
成
六
年

七
月
〉
所
収
。）
で
は
、「
浮
沙
」
の
西
本
願
寺
本
の
訓
「
う
き
く
さ
の
」

を
挙
げ
、「
万
葉
集
で
は
ま
だ
歌
語
と
し
て
の
扱
い
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

…
…
」
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
勅
撰
集
を
繙
け
ば
、『
古
今
集
』
に
四
例
（
五
三
八
・
五
九
二
・

九
三
八
・
九
七
六
番
）
見
え
、以
後
、『
後
撰
集
』
に
二
例
（
四
八
六
・
九
七
七

番
）、『
拾
遺
集
』
五
二
四
番
、『
後
拾
遺
集
』
一
五
九
番
、『
金
葉
集
』（
二

度
本
）
六
〇
九
番
に
各
一
例
、
そ
し
て
『
新
古
今
集
』
に
二
例

（
一
七
〇
八
・
一
九
六
二
番
）
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
私
家
集
に
お

い
て
も
、小
町
（
三
八
番
。『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
所
収
の
私
家
集
は

伝
本
名
を
特
に
示
さ
ず
、
第
七
巻
所
収
本
の
み
明
記
す
る
。
以
下
同
じ
。）

は
も
ち
ろ
ん
、
躬
恒
（
書
陵
部
蔵
御
所
本
〈
五
一
〇
・
一
二
〉
三
〇
二
番
）、

忠
岑
（
一
八
二
番
。
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
で
は
三
一
・
一
二
六
番
。）、

伊
勢
（
七
八
番
）
な
ど
の
古
今
歌
人
や
、
村
上
天
皇
（
書
陵
部
蔵
「
代
々

御
集
」〈
五
〇
一
・
八
四
五
〉
一
〇
五
番
）、能
宣
（
二
四
五
番
。
書
陵
部
蔵

〈
五
一
〇
・
一
二
〉
御
所
本
で
は
一
三
五
番
。）、
斎
宮
女
御
（
三
四
番
）
と

い
っ
た
そ
の
次
世
代
の
人
々
、
さ
ら
に
、
馬
内
侍
（
七
三
番
）、
和
泉
式
部

（
七
四
番
）、
定
頼
（
前
田
家
蔵
明
王
院
旧
蔵
本
一
五
二
番
）
に
用
例
が
見

え
、そ
れ
以
降
も
、俊
頼
（『
散
木
奇
歌
集
』
七
三
一
・
一
二
八
八
・
一
二
九
一

番
）
を
は
じ
め
と
し
て
用
例
が
散
見
さ
れ
る
。

（
23
）
平
田
氏
注
（
21
）
論
文
で
は
、「
古
今
集
（『
和
歌
植
物
表
現
辞
典
』
で
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は
「
古
今
集
時
代
」
…
…
筆
者
注
）
に
な
っ
て
初
め
て
（
…
…
中
略
…
…
）

根
が
な
く
て
は
か
な
い
状
態
を
詠
む
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。」と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

（
24
）
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
金
槐
和
歌
集
』（
樋
口
芳
麻
呂
氏
校
注
、
昭
和

五
十
六
年
六
月
）
二
八
三
頁
。

（
25
）
鎌
田
五
郎
氏
著
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
、
風
間
書
房
。

（
26
）
同
書
は
、
こ
の
実
朝
歌
の
「
作
風
」
を
「
古
今
風
」
と
す
る
（
四
六
四

頁
）。

（
27
）『
新
編
国
歌
大
観
』
解
題
（
橋
本
不
美
男
氏
・
相
馬
万
里
子
氏
・
小
池
一

行
氏
）
に
も
、「
現
存
す
る
諸
本
は
、
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
期
の
写
本
で
、
最

も
古
い
も
の
が
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
書
写
で
あ
る
」
と
あ
る
。

（
28
）
引
用
は
、『
萬
葉
集
古
義
』（
国
書
刊
行
会
、
明
治
三
十
七
年
七
月
）
に

拠
り
、
適
宜
表
記
を
改
め
た
。

（
29
）『
萬
葉
学
史
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）
一
七
一
頁
。

（
30
）『
古
今
和
歌
六
帖
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
昭
和
三
十
九
年
二
月
）
六
三

頁
。

（
31
）
嘉
暦
伝
承
本
・
類
聚
古
集
・
廣
瀬
本
で
は
、「
一
」
の
字
な
し
。

（
32
）『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
れ
ば
、「『
道
』
ノ
左
ニ
『
ミ
チ
古
点
』
ア
リ
。」

と
あ
る
。

（
33
）『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
れ
ば
、「『
道
』
ノ
左
ニ
赭
『
ス
チ
』
ア
リ
。
赭
ニ

テ
右
ノ
訓
ト
入
レ
換
フ
可
キ
ヲ
示
セ
リ
。」
と
あ
る
。


